
農
地
利
用
状
況
調
査
（
荒
廃
農
地
の

発
生
・
解
消
状
況
に
関
す
る
調
査
）

を
実
施
し
ま
す

　

 　
農
地
は
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
限
り
あ
る

地
域
資
源
で
あ
り
、「
荒
ら
さ
ず
に
耕
作

す
る
こ
と
」
が
原
則
で
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、
農
地
の
遊
休

化
防
止
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
農
業
委
員
会

委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
市

内
す
べ
て
の
農
地
を
対
象
に
現
地
調
査
を

行
い
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
実
施
に
当
た
り
、
農
業

委
員
と
推
進
委
員
が
農
地
に
立
ち
入
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
所
有
・
耕
作
す
る
農
地
を

適
正
に
管
理
し
て
い
る
か
、
今
一
度
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
会
長
　
河
合
　
義
明

　
こ
の
た
び
、
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い

て
、
農
業
委
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、

会
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
近
年
の
日
本
の
農
業
は
、
担
い
手
の
減

少
と
高
齢
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
内
屈
指
の

農
業
地
域
で
あ
る
田
原
市
に
お
い
て
も
同

様
で
す
。

　
こ
う
し
た
問
題
の
解
決
を
図
り
、
田
原

市
の
農
業
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
、
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
一

同
そ
の
責
務
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）

西山 法久
六 連 町

六
連

福井 章浩
東 神 戸 町

神
戸

小林 和吉
西 神 戸 町

神
戸

藤城 忠義
大 草 町

大
草

細井 儀宣
豊 島 町

田
原
東
部大場 啓司

大 久 保 町

田
原
南
部

鈴木 勝雄
白 谷 町

童
浦

岡田 和夫
吉 胡 町

童
浦

篠原 正芳
田 原 町

田
原
中
部
・
衣
笠藤江 秀樹

野 田 町

野
田

伊藤 鉱一
仁 崎 町

野
田

石川 昌男
高 松 町

高
松

小林 雅剛
赤 羽 根 町

赤
羽
根

田中 通裕
若 見 町

若
戸

藤井 俊成
和 地 町

和
地

中村 昌敏
小 塩 津 町

堀
切

小久保 伸一
伊 良 湖 町

伊
良
湖

井本 千功
西 山 町

亀
山

三竹 康公
中 山 町

中
山

小川 裕史
小 中 山 町

中
山

神谷 清和
保 美 町

福
江

永井 英樹
古 田 町

清
田

山内 由則
江 比 間 町

泉

樅山 正已
八 王 子 町

泉

・各欄右側は担当する地区を示します。
・同地区で 2 名いる場合は、担当区域が分かれています。（詳しくは農業委員会事務局へお問い合わせください）
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